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動植物⼀覧 

１．植物 
クヌギ、コナラなど雑木林を構成する植相（落葉広葉樹林）から、常緑広葉樹林への移行が進む植

相状況と考えられる。ケヤキ、シラカシなどの大木も多くみられる。樹齢は高いものと想定される。

一方で、モウソウチク林が拡大繁茂しており、広葉樹を被圧状況にある。 

管理状況から、中低木層は比較的限定されており、アズマネザサなどと一部エリアに密生してい

る状況にある。シュロなど外来種も放置され分布が目立っている。 

東側の明るい低茎草地の林床植生域では、キンラン、ギンランなどの重要種も多く発生している。 

 

表 1 重要種⼀覧（植物） 
 科名 種名 

１ ユリ科 ワニグチソウ 
２ ラン科 ギンラン 
３ キンラン 
４ ササバギンラン 

合計 2 科 4 種 

 

 

キンランやギンラン、ワニグチソウなど武蔵野の雑木林を代表する林床植物が多数生息している。

林床は明るく、比較的密に繁茂する低茎アズマネザサが定期的に下刈りされていることによる。 
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２．動物 
住宅地に隣接するため哺乳類なども確認されている。爬虫類では、ニホンヤモリ、ニホンカナヘビ

の 2 種の重要種が確認されている。鳥類は樹林性や水辺環境を好む種類などが多く確認されている。

ゴイサギ、モズなど重要種も確認されている。 

 
表 2 確認種⼀覧（哺乳類、爬虫類） 

 網名 目名 科名 種名 
１ 哺乳類 食虫目 モグラ科 アズマモグラ 
２ コウモリ目 ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ 
３ 食肉目 アライグマ科 アライグマ 
４ イヌ科 タヌキ 
５ ジャコウネコ科 ハクビシン 
計 １網 ３目 5 科 5 種 
１ 爬虫類 有隣目 ヤモリ科 ニホンヤモリ 
２ カナヘビ科 ニホンカナヘビ 
計 １網 １目 2 科 2 種 

 

 

重要種として爬虫類は、ニホンヤモリ、ニホンカナヘビの 2 種が認されている。ニホンヤモリは

竹林で生体が、杉の幹や枯竹筒内で卵が確認されている。ニホンカナヘビは、比較的明るい草地や林

縁で多く確認されている。 
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鳥類は、カルガモ、キジバトなど 21 種が確認されている。住宅地に囲まれているため、カラスや

スズメ、ツバメなども飛来するが、シジュウカラやメジロなど樹林環境を好む鳥類、野川が近接する

ことからカルガモ、ゴイサギなど水辺の環境を好む鳥類も確認されている。 

 
表 3 確認種⼀覧（鳥類） 

 目名 科名 種名 
１ カモ目 カモ科 カルガモ 
２ ハト目 ハト科 キジバト 
３ カツオドリ目 ウ科 カワウ 
４ ペリカン目 サギ科 ゴイサギ 
５ タカ目 タカ科 トビ 
６ キツツキ目 キツツキ科 コゲラ 
７ スズメ目 モズ科 モズ 
８  カラス科 カケス 
９ ハシボソカラス 

１０ ハシブトカラス 
１１ シジュウカラ科 シジュウカラ 
１２ ツバメ科 ツバメ 
１３ ヒヨドリ科 ヒヨドリ 
１４ ウグイス科 ウグイス 
１５ エナガ科 エナガ 
１６ メジロ科 メジロ 
１７ ムクドリ科 ムクドリ 
１８ ヒタキ科 ジョウビタキ 
１９ スズメ科 スズメ 
２０ セキレイ科 ハクセキレイ 

外来種 
１ （ハト目） （ハト科） カワラバト 

合計 ７目 18 科 21 種 

 

 
  



8 

  



9 

  



10 

  



11 

  



12 

  



13 

  



14 

  



15 

３．昆虫類 
昆虫類は、樹林性の種を中心に 218 種類を確認している。その中から、雑木林において代表もし

くは指標する種の例を示す。 
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